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☆髙橋  沙和 さん 第 54 回新潟県吹奏楽コンクールで金賞を受賞 

☆小黒  希望 さん 第 54 回新潟県吹奏楽コンクールで金賞を受賞 

☆小黒  恋  さん 第 54 回新潟県吹奏楽コンクールで金賞を受賞 

☆吉田  百花 さん 第 54 回新潟県吹奏楽コンクールで金賞を受賞 

☆平澤  悠華 さん 第 54 回新潟県吹奏楽コンクールで金賞を受賞 

☆齋藤 房太郎 さん 新潟出版文化賞で優秀賞を受賞 

 

☆池田 美紗子 さん 第 34 回新潟県高等学校バレーボール 1･2 年生大会で優勝 

☆髙桑   広栄 さん 第 16 回全国シニアオープン卓球大会硬式の部男子団体 50 才以上で優勝 

☆佐藤  亨   さん 第 16 回全国シニアオープン卓球大会硬式の部男子シングルス 70 才以上で第 3 位を受賞 

☆出雲崎スカイヤーズ さん 柏崎中央ロータリークラブ旗争奪第 25 回新人野球大会で優勝 

 

 2月 26日（水）に、中

央公民館講堂において

「平成 25 年度出雲崎町

教育委員会表彰式・体育

協会表彰式」を開催しま

した。このうち、「町教

育委員会表彰」は町の学

校教育・社会教育活動

等に功績のあった方を

対象に町の教育振興を

図ることを目的とし

て、「体育協会表彰」は、 

町のスポーツ活動の振興に寄与された方を対象に町のスポーツ活動の発展と向上を目的として、それぞれ表

彰をしています。 

 今年度は、下記のとおり合計 9 名の方と１団体が受賞され、受賞者を代表して小黒恋さんが「吹奏楽から

学んだたくさんの事を、後輩たちにも伝えて行きたい。」と抱負を述べられました。受賞者の皆様の、より

一層のご活躍を期待しております。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

「辛いこともあったけど、平凡だから、幸せなこと。」 

昭和 33 年生まれの主人公柏木イクは、愛の無い奇妙な両

親の間に育った。東京への大学進学を機に両親の元を逃げ出

し、卒業後も淡々とした日々を過ごしている。 

そんな主人公イクの、5 歳から 49 歳までの各々の時期に

あった何気ない出来事と、彼女の傍らにいた犬・猫たちの事

を綴った作品。 

第 150 回(平成 25 年度下半期) 直木賞受賞作。 

昭和の犬 

 ･･･姫野 カオルコ 著 

   

 

穴 

･･･小山田 浩子 著 

出雲崎小学校では総合学習の時間の中で、町の俳句サーク

ル「渚会」の皆様を講師として迎え、4～6 年生を対象とした

「子ども俳句教室」を行っています。 

2 月 19 日（水）には、6 年生が小学校生活最後となる句会

を行い、「卒業」に関しての句を詠みました。なお、その中の

一部を次ページの「今月の一句」欄にて紹介させていただき

ます。 

 

中央公民館では、１階のロビーにて「ロビーギャラリー」として、

毎回様々な作品を展示しています。 

2 月には、1 月 8 日（水）に出雲崎中学校で行われた「校内書き

初め大会」での優秀作品をお借りし、展示いたしました。 

 

今回展示した「校内書き初め大会」の優秀作品 「校内書き初め大会」の様子 

「俳句教室」の様子 

恋歌 

        ･･･朝井 まかて  著 

幕末の江戸で熱烈な恋を成就させ、水戸天狗党の一士 林

忠左衛門に嫁いで水戸へ下った中島歌子。しかし、尊王攘夷

の急先鋒であった天狗党は暴走し、水戸は内乱状態に。歌子

は夫から引き離され、自らも投獄されてしまう。 

樋口一葉の歌の師匠として知られ、明治の世に歌塾「萩の

舎」を主宰し一世を風靡した歌子は、何を想い、胸に秘めて

いたのか。幕末を激しく生きた女の一生を描いた作品。 

第 150 回(平成 25 年度下半期) 直木賞受賞作。 
 

夫の転勤により仕事を辞め、田舎に移り住んだ一人の女。

無職であるという引け目を感じ、やることのない「人生の夏

休み」に戸惑いを覚える中、平凡な日常の中にときおり「異

界」が顔を覗かせる。 

見たことのない黒い獣の後を追ううちに、彼女は得体の知

れない穴に落ちる。そして夫の兄だと名乗る男性との突然の

出会い…。表題作他 2 編を収録した作品集。 

第 150 回(平成 25 年度下半期) 芥川賞受賞作。 

さようなら、オレンジ 

        ･･･岩城 けい  著 

「異郷で言葉が伝わること―それは生きる術を獲得する

こと。人間としての尊厳を取り戻すこと。」 

オーストラリアの田舎町に流れてきたアフリカの難民サ

リマ。母語の読み書きすらままならない彼女は、職業訓練学

校で英語を学びはじめる。彼女はそこで、自分の夢をなかば

あきらめ、夫について渡豪した日本人女性「ハリネズミ」と

出会う。「言葉」を通してつながる 2 人の女性の物語。 

第 29 回太宰治賞受賞作。 
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公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 
若
き
人
た
ち
の
活
躍
（
ソ
チ
五
輪
・
・
・
） 

春
三
月
は
弥
生
。
本
格
的
な
温
か
さ
は
今
一
つ
だ

が
、
草
木
が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月
で
あ
る
。
平
安

時
代
の
歌
人
・
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
に
「
春
は

あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
わ
・
・
・
」

と
あ
る
。
春
は
、
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
始
め
る
こ

ろ
が
一
番
良
い
と
い
う
。 

  

先
月
は
、
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
い
た
。

勝
っ
て
も
負
け
て
も
選
手
が
最
善
を
尽
く
す
姿
に
引

き
つ
け
ら
れ
る
。
41
歳
葛
西
紀
明
選
手
を
筆
頭
に
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
陣
も
大
い
に
気
を
吐
い
た
。
今
回
は
、

若
い
選
手
の
「
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

感
謝
し
、
楽
し
ん
で
き
ま
す
」
の
言
葉
が
印
象
に
残

る
。
国
際
化
が
一
段
と
進
み
、
試
合
数
も
多
く
な
っ

た
た
め
か
、
五
輪
独
特
の
雰
囲
気
を
感
じ
つ
つ
も
、

物
怖
じ
し
な
い
若
い
選
手
が
多
い
よ
う
だ
。
中
で
も
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
銀
の
本
県
・
平
野
歩

夢
選
手
は
若
干
15
歳
。
メ
ダ
ル
獲
得
最
年
少
記
録
、

本
県
勢
と
し
て
冬
季
五
輪
初
メ
ダ
ル
の
記
録
を
打
ち

立
て
た
。
同
種
目
銅
の
平
岡
卓
選
手
（
18
）
、
フ
リ

ー
演
技
で
は
酸
欠
状
態
も
あ
っ
た
と
い
う
男
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
金
の
羽
生
結
弦
選
手
（
19
）
、
ジ
ャ
ン
プ
男

子
団
体
銅
の
本
県
・
清
水
礼
留
飛
選
手
（
20
）
、
女

子
ジ
ャ
ン
プ
４
位
の
高
梨
沙
羅
選
手
は
17
歳
だ
。 

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
大
成
す
る
人
た
ち
の
多
く
は
、 

幼
少
時
か
ら
そ
の
こ
と
に
親
し
み
、
練
習
を
積
み
重
ね

て
い
る
。
天
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
努
力
し
、
我
慢

し
続
け
て
き
た
証
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
羽
生
結

弦 

金
へ
の
道
」
を
観
て
も
う
な
ず
け
る
。『
千
日
の
練

習
を
鍛
と
し
、
万
日
の
練
習
を
練
と
す
る
』
と
言
っ
た

の
は
剣
豪
・
宮
本
武
蔵
。『
毎
日
少
し
ず
つ
、
そ
れ
が
な

か
な
か
で
き
ね
ん
だ
な
～
』（
相
田
み
つ
お
）
も
あ
る
。

鍛
錬
を
通
常
と
す
る
こ
と
は
並
大
抵
で
は
な
い
。
一
方

で
、
活
動
で
き
る
諸
条
件
に
恵
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
先

の
若
い
人
た
ち
の
言
葉
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五

輪
を
最
後
に
引
退
を
決
め
て
い
る
選
手
も
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
人
一
倍
の
労
苦
は
人
生
の
上
で
か
け

が
え
の
な
い
宝
だ
。 

 

若
い
人
た
ち
の
世
界
的
な
活
躍
は
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

だ
け
で
は
な
い
。
若
手
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
日
本
人
高
校
生
が
１
、
２
位
を
独
占
し
た
の
も
記

憶
に
新
し
い
。 

 

３
月
は
入
学
す
る
人
、
卒
業
す
る
人
、
新
し
く
職
に

就
く
人
等
と
若
い
人
た
ち
の
動
き
が
多
い
月
で
あ
る
。

若
い
人
の
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
に
勇
気
が
湧
き
、
刺

激
を
受
け
た
人
も
多
い
は
ず
だ
。
夢
や
目
標
は
逃
げ
な

い
。
そ
の
夢
や
目
標
に
自
分
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大
い
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

    

一
の
午
幣
束
ま
ぶ
し
祝
詞
聴
く 

川 

西  

生
田 

恒
憲 

 

童
心
に
か
え
る
お
手
玉
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 

西  

遠
藤 

比
呂
女 

 

意
に
添
ふ
た
一
句
の
力
初
句
会 

尼 

瀬 
 

小
黒 

大 

諳
ん
ず
る
先
人
の
作
初
句
会 

乙 

茂 
 

金
泉 

今
日
子 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

～
小
学
校
六
年
生 

最
後
の
句
会
よ
り
～ 

 

卒
業
は
未
来
へ
続
く
節
目
の
日 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
川 

凌
矢 

卒
業
だ
泣
い
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ 

笑
わ
な
き
ゃ 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
川 

穂 

卒
業
だ
涙
を
こ
ら
え
中
学
へ 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
坂 

藍
奈 

卒
業
だ
や
っ
と
終
わ
っ
た
六
年
間 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川 

純
平 

卒
業
し
校
舎
と
離
れ
や
や
悲
し
い 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

遼
太 

青
空
の
下
で
卒
業
涙
出
る 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤 

史
哉 

卒
業
だ
新
た
な
一
歩
を
ふ
み
出
そ
う 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

楓
菜 

思
い
出
の
つ
ま
っ
た
学
校
卒
業
だ 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

美
憂 

卒
業
の
楽
し
い
思
い
出
六
年
間 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
藤 

紫
穏 

   



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 
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 2 月 16 日（日）魚沼須原スキー場において「ファミリースキー＆

スノーボード」を開催しました。 

 今回は 59 名の方から参加していただきました。ソチオリンピック

の影響もあってか会場となった『魚沼須原スキー場』は多くの方で

賑わっていました。スポーツ推進員の方もスキー指導や参加者の安

全確認などの巡回にご協力していただきました！ 

 帰りはというと『神湯温泉倶楽部』にお邪魔をさせていただき、

雪と温泉を存分に味わう一日となりました。 

 2 月 13 日（木）「第 27回屋内ゲートボール大会」を

開催しました。 

 当日は寒い中での開催となり、ストーブで暖を取る

方も多くいましたが、一方で選手は熱気溢れんばかり

のプレーをされていました。 

 優勝は『いきな』チームでした。 

 3 月 3 日（月）出雲崎町体育協会主催「第 12回出雲

崎町近郷ゲートボール大会」が開催されました。 

和島・三島・寺泊・与板・西山・刈羽・出雲崎の代

表 16 チームが優勝を目標に集結し、レベルの高い試合

が繰り広げられました。大会は、和島チームが優勝し、

和島勢としても初めての優勝でした。 

大会 

結果 

優 勝：いきな 準優勝：小木ノ城Ａ 

第３位：小木ノ城Ｃ、三楽 

優 勝：和島(和島) 準優勝：小木ノ城 A 

第３位：同心会 B(寺泊)、神条 

大会 

結果 




